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研究成果の概要（和文）： 
 各種動物を固有宿主とする糞線虫類(Strongyloides spp.) を収集し、18S rDNA ならびにミ

トコンドリアDNAのCOI領域を中心に遺伝学的解析を行った。特に、ヒト糞線虫S. stercoralis
とサル糞線虫 S. fuelleborni については、国内とともにアフリカ大陸（タンザニアとガボン）

での材料を検討した。18S rDNA において、種間変異の大きいループ領域を特定し、種の鑑別

上の有用性を確認した。 
 
研究成果の概要（英文）：  
     Strongyloides spp. were obtained from a variety of wild animals, particularly 
primates in Japan and Africa.  Genetic information such as 18S ribosomal RNA gene 
(rDNA) and the cox-1 region of mitochondrial DNA (COI) were collected.  In this study, 
particular attention was paid to S. stercoralis and S. fuelleborni which are believed to 
infect both human beings and non-human primates.  We found that four loop regions of 
the 18S rDNA of Strongyloides spp. are highly variable by species, and useful for 
species-differentiation.  This technique together with genetic analyses of COI disclosed 
that S. fuelleborni kept by chimpanzees and a human patient working in the same region 
were identical, suggesting that human beings can be infected by S. fuelleborni maintained 
by wild non-human primates by chance.  Simultaneously, distinct genetic backgrounds of 
morphologically identical S. fuelleborni distributed from Africa to Far East was indicated.   
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１．研究開始当初の背景 
 糞線虫類 Strongyloides 属には哺乳類、鳥類、
両生類、爬虫類から 50 余種が記載されている
が、処女生殖できる体長数ミリの小腸粘膜上皮
内寄生する線虫であるため、その種の同定は容
易ではない。熱帯〜亜熱帯の住民や滞在者に経
皮感染するヒト糞線虫 S. stercoralis の人体感
染が有名であるが、他に、旧世界サル糞線虫(S. 
fuelleborni fuelleborni)、パプア・ニューギニ
ア糞線虫(S. fuelleborni kellyi)の乳児感染、実
験感染では、アライグマ糞線虫(S. procyonis)、
ヌートリア糞線虫(S. myopotami)、ブタ糞線虫
(S. ransomi)などもヒトへの病原性をもつとさ
れている。現在、コンパニオンアニマルや野生
動物と住民との接触機会、もしくは生活圏の高
度の共有がある状況を考えたときに、本来は動
物を固有宿主とする糞線虫種が住民に健康被害
を引き起こす可能性は高くなっているように推
測される。 
 
２．研究の目的 
 私たちと動物との生活圏の共有が進み、動物
を固有宿主とする糞線虫種への暴露機会が確実
に増加しているため、公衆衛生学的意義を、フ
ィールド調査と実験室解析を通して新たに評価
し、社会が求める感染リスク情報を提供できる
態勢をつくることを目的に本研究を計画した。 
 
３．研究の方法 
各種動物を固有宿主とする糞線虫類
(Strongyloides spp.) を収集し、18S リボソー
ムRNA遺伝子(rDNA)ならびにミトコンドリア
DNA の COI 領域を中心に遺伝学的情報を収集
した。特に、ヒト糞線虫 S. stercoralis とサル
糞線虫 S. fuelleborni については、国内ととも
にアフリカ大陸（タンザニアとガボン）での材
料を検討した。 
 
４．研究成果 
 18S rDNA において、種間変異の大きいルー
プ領域を特定し、種の鑑別上の有用性を確認し
た。アフリカ大陸での糞線虫症日本人患者の感
染源特定を試み、チンパンジーを固有宿主とす
る糞線虫 S. fuelleborni の感染があったこと、
従来単一種とされてきた旧世界ザル寄生の S. 
fuelleborni に、顕著な地理的な遺伝学的変異が
あることが示唆された。経皮感染する糞線虫類
の感染性決定において、宿主皮膚と寄生虫産出
酵素との関係に注目したが、微少な虫体を集め
ての酵素解析はうまくいかなかった。そこで、
より大型で、皮膚と同様の重層扁平上皮からな
る食道粘膜に寄生する Gongylonema 属食道虫
( シ カ や ウ シ に 寄 生 す る 美 麗 食 道 虫

Gongylonema pulchrum) を用いての解析を
試みることにした。国内のシカやウシから収
集した美麗食道虫の特徴づけを行い、重層扁
平上皮内を移動する寄生線虫の酵素解析を
行う準備を進めた。 
 本年は、これまでの研究成果の論文投稿を
行っているところであるが、より決定的な結
論を得るために、さらに材料を集める必要性
が出てきており、材料の収集と解析を進めて
いるところである。 
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